
令和８年第２回定例会は、６月１７日に招
集され、会期を７月１日までの１５日間とし
て開催されました。令和８年度一般会計及び
企業会計補正予算、七飯町学校給食センター
条例の一部改正について等の議案１６件、承
認１件、同意１５件、請願１件、報告４件を
審議しました。

また、一般質問では８人の議員が質問に立
ち、町政に対する理事者の考えを質したほか、
議会からは常任委員会報告１件が提出されま
した。他に、特別委員会設置に関する決議１
件、国、関係機関へ要請する意見書４件を審
議し、すべて原案どおり可決されました。

・ 政策予算を含む一般会計補正予算（第３号）に対
して修正案を提出し、全員一致で修正案を可決。

令和８年
第２回定例会

第２回定例会
審議結果

審議結果 【第２回定例会】令和８年６月１７日～７月１日の審議結果は下記のとおりです。
◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決

令和８年８月
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区分 結果 番号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査

議
　
案
　
等

人 事

同 意 同意第 １ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

同 意
同意第 ２ 号

~
同意第１５号

農業委員会委員の任命について

条例制定 ◎ 議案第１５号 七飯町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
議案第２５号 七飯町学校給食費条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託

条例改正
◎ 議案第２６号 七飯町学校給食センター条例の一部改正について
◎ 議案第２７号 七飯町手数料条例の一部改正について
◎ 議案第２８号 七飯町公営企業の設置等に関する条例の一部改正について

承 認 承 認 承認第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて

そ の 他

◎ 議案第２９号 久根別川橋架替工事請負契約の締結について
◎ 議案第３０号 峠下４号線改良舗装工事（令和７年度補正）請負契約の締結について
◎ 議案第３１号 大中山中学校空調設備設置機械設備工事請負契約の締結について
◎ 議案第３２号 大中山中学校空調設備設置電気設備工事請負契約の締結について
◎ 議案第３３号 財産の取得について
◎ 議案第３４号 財産の取得について
◎ 議案第３５号 財産の処分について

補正予算

修正可決 議案第３６号 令和８年度七飯町一般会計補正予算（第３号） 令和８年度予算審査特別委員会へ付託・報告
◎ 議案第３７号 令和８年度七飯町水道事業会計補正予算（第１号） 令和８年度予算審査特別委員会へ付託・報告
◎ 議案第３８号 令和８年度七飯町下水道事業会計補正予算（第１号） 令和８年度予算審査特別委員会へ付託・報告
◎ 議案第３９号 令和８年度七飯町一般会計補正予算（第４号）
◎ 議案第４０号 令和８年度七飯町下水道事業会計補正予算（第２号）

報 告

報 告 済 報告第 ４ 号 令和６年度七飯町一般会計歳入歳出決算不認定の議決を踏まえた措置の報告について
報 告 済 報告第 ５ 号 令和７年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び決算報告について
報 告 済 報告第 ６ 号 令和７年度七飯町一般会計繰越明許費繰越計算書について
報 告 済 報告第 ７ 号 令和７年度七飯町下水道事業会計予算繰越計算書について

決 議 ◎ 発議案第３号 特別委員会設置に関する決議（町財政及び事業の執行に関する調査特別委員会）

意見書等

採 択 請願第 １ 号 再生可能エネルギー発電設備の設置に関するガイドラインの実効性強化を求める請願書 民生文教常任委員会報告
◎ 発議案第４号 東京一極集中の税の偏在是正及び地方の持続的発展に向けた施策の強化を求める意見書
◎ 発議案第５号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書
◎ 発議案第６号 地方財政の充実・強化に関する意見書
◎ 発議案第７号 将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書

そ　の　他

許 可 発言取消の申出の件
報 告 済 常任委員会報告（民生文教常任委員会）
報 告 済 出納検査報告
承 認 議員の派遣について
承 認 閉会中の委員会活動の承認について
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条
例
制
定

◆ 

七
飯
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ
り
結
果
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

◆
七
飯
町
学
校
給
食
費
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

慎
重
を
期
す
た
め
民
生
文
教
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆ 

七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
委
員

数
に
つ
い
て
、
現
状
の
学
校
数
に
合
わ
せ
た

委
員
数
と
す
る
た
め
定
数
の
変
更
及
び
文
言

整
理
。�

︹
令
和
９
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆
七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

北
海
道
の
条
例
改
正
に
よ
り
事
務
の
一
部

が
七
飯
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

改
正
。�

︹
令
和
８
年
７
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の
見

直
し
に
よ
り
、
１
日
最
大
計
画
汚
水
量
に
変

更
が
生
じ
て
い
る
た
め
改
正
。

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

補
正
予
算

◆ 

令
和
８
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

◆ 

令
和
８
年
度
七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

◆ 

令
和
８
年
度
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

各
会
計
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
に
記
載
。

な
お
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
藤

城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
構
整
備
工
事
請
負

費
等
を
削
除
す
る
修
正
案
を
議
員
よ
り
提
出

し
、
修
正
案
を
全
員
一
致
で
可
決
。

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額
:
５
億
６
千
８
百
243
千
円

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
火
災
発
生
に
伴
う
費
用

負
担
と
し
て
補
正
。

◆ 

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）支

出
補
正
額
:
▲
３
千
８
百
260
千
円

同

意

◆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

堀
純
氏
が
令
和
８
年
６
月
26
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
よ
り
、
左
表
の
者
の
任
命
に

同
意

報
　
　
　
告

◆ 

令
和
６
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
不
認
定
の
議
決
を
踏
ま
え
た
措
置
の

報
告
に
つ
い
て

◆ 

令
和
７
年
度
一
般
財
団
法
人
北
海
道
大
沼

国
際
交
流
協
会
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

に
つ
い
て

◆ 

令
和
７
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

◆ 

令
和
７
年
度
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

そ

の

他

◆ 

久
根
別
川
橋
架
替
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

◆ 

峠
下
４
号
線
改
良
舗
装
工
事
（
令
和
７
年

度
補
正
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

大
中
山
中
学
校
空
調
設
備
設
置
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

大
中
山
中
学
校
空
調
設
備
設
置
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て　

２
件

◆
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

請

願

◆ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
強
化

を
求
め
る
請
願
書

民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ
り
審
査
結
果
の

報
告
書
が
提
出
さ
れ
採
択
と
な
っ
た
。

承

認

◆ 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）） 

補
正
額
:
４
千
７
百
256
千
円

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
の
火
災
発
生
に
伴
う
可

燃
ゴ
ミ
仮
置
き
処
置
に
係
る
費
用
と
し
て
。

発
議
案（
決
　
議
）

◆
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

町
財
政
及
び
事
業
の
執
行
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
（
地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項

の
権
限
を
付
与
）
設
置
に
関
す
る
決
議
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。（
議
長

を
除
く
13
名
で
構
成
）

○
委
員
長　
　

中
川　

友
規

○
副
委
員
長　

田
村　

敏
郎

発
議
案（
意
見
書
）

◆
次
の
４
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎�

東
京
一
極
集
中
の
税
の
偏
在
是
正
及
び
地

方
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
施
策
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書

◎�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す
る

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書

◎�

将
来
に
わ
た
り
安
全
安
心
な
医
療
・
介
護

制
度
の
提
供
を
求
め
る
意
見
書

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

農業委員名簿
氏　名

青　山　　　誠
阿　部　貴　志
池　田　泰　久
池　田　陽　一
岩　崎　和　彦
神　　　秀　子
杉　村　久　悦
千　島　　　武
成　田　拓　郎
松　田　　　永
宮　田　　　学
宮　本　　　猛
山　川　　　明
輪　島　正　一
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令和８年第２回定例会は、６月１７日に招
集され、会期を７月１日までの１５日間とし
て開催されました。令和８年度一般会計及び
企業会計補正予算、七飯町学校給食センター
条例の一部改正について等の議案１６件、承
認１件、同意１５件、請願１件、報告４件を
審議しました。

また、一般質問では８人の議員が質問に立
ち、町政に対する理事者の考えを質したほか、
議会からは常任委員会報告１件が提出されま
した。他に、特別委員会設置に関する決議１
件、国、関係機関へ要請する意見書４件を審
議し、すべて原案どおり可決されました。

・ 政策予算を含む一般会計補正予算（第３号）に対
して修正案を提出し、全員一致で修正案を可決。

令和８年
第２回定例会

第２回定例会
審議結果

審議結果 【第２回定例会】令和８年６月１７日～７月１日の審議結果は下記のとおりです。
◎＝全員一致で可決　　○＝賛成多数で可決　　●＝賛成少数で否決　　×＝賛成なしで否決
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区分 結果 番号 議　　件　　名　　等 継続審査・調査

議
　
案
　
等

人 事

同 意 同意第 １ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

同 意
同意第 ２ 号

~
同意第１５号

農業委員会委員の任命について

条例制定 ◎ 議案第１５号 七飯町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について
議案第２５号 七飯町学校給食費条例の制定について 民生文教常任委員会へ付託

条例改正
◎ 議案第２６号 七飯町学校給食センター条例の一部改正について
◎ 議案第２７号 七飯町手数料条例の一部改正について
◎ 議案第２８号 七飯町公営企業の設置等に関する条例の一部改正について

承 認 承 認 承認第 ４ 号 専決処分の承認を求めることについて

そ の 他

◎ 議案第２９号 久根別川橋架替工事請負契約の締結について
◎ 議案第３０号 峠下４号線改良舗装工事（令和７年度補正）請負契約の締結について
◎ 議案第３１号 大中山中学校空調設備設置機械設備工事請負契約の締結について
◎ 議案第３２号 大中山中学校空調設備設置電気設備工事請負契約の締結について
◎ 議案第３３号 財産の取得について
◎ 議案第３４号 財産の取得について
◎ 議案第３５号 財産の処分について

補正予算

修正可決 議案第３６号 令和８年度七飯町一般会計補正予算（第３号） 令和８年度予算審査特別委員会へ付託・報告
◎ 議案第３７号 令和８年度七飯町水道事業会計補正予算（第１号） 令和８年度予算審査特別委員会へ付託・報告
◎ 議案第３８号 令和８年度七飯町下水道事業会計補正予算（第１号） 令和８年度予算審査特別委員会へ付託・報告
◎ 議案第３９号 令和８年度七飯町一般会計補正予算（第４号）
◎ 議案第４０号 令和８年度七飯町下水道事業会計補正予算（第２号）

報 告

報 告 済 報告第 ４ 号 令和６年度七飯町一般会計歳入歳出決算不認定の議決を踏まえた措置の報告について
報 告 済 報告第 ５ 号 令和７年度一般財団法人北海道大沼国際交流協会事業報告及び決算報告について
報 告 済 報告第 ６ 号 令和７年度七飯町一般会計繰越明許費繰越計算書について
報 告 済 報告第 ７ 号 令和７年度七飯町下水道事業会計予算繰越計算書について

決 議 ◎ 発議案第３号 特別委員会設置に関する決議（町財政及び事業の執行に関する調査特別委員会）

意見書等

採 択 請願第 １ 号 再生可能エネルギー発電設備の設置に関するガイドラインの実効性強化を求める請願書 民生文教常任委員会報告
◎ 発議案第４号 東京一極集中の税の偏在是正及び地方の持続的発展に向けた施策の強化を求める意見書
◎ 発議案第５号 ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書
◎ 発議案第６号 地方財政の充実・強化に関する意見書
◎ 発議案第７号 将来にわたり安全安心な医療・介護制度の提供を求める意見書

そ　の　他

許 可 発言取消の申出の件
報 告 済 常任委員会報告（民生文教常任委員会）
報 告 済 出納検査報告
承 認 議員の派遣について
承 認 閉会中の委員会活動の承認について
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条
例
制
定

◆ 

七
飯
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ
り
結
果
の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
。

◆
七
飯
町
学
校
給
食
費
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

慎
重
を
期
す
た
め
民
生
文
教
常
任
委
員
会

へ
付
託
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た
。

条
例
改
正

◆ 

七
飯
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
の
委
員

数
に
つ
い
て
、
現
状
の
学
校
数
に
合
わ
せ
た

委
員
数
と
す
る
た
め
定
数
の
変
更
及
び
文
言

整
理
。�

︹
令
和
９
年
４
月
１
日
施
行
︺

◆
七
飯
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

北
海
道
の
条
例
改
正
に
よ
り
事
務
の
一
部

が
七
飯
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

改
正
。�

︹
令
和
８
年
７
月
１
日
施
行
︺

◆ 

七
飯
町
公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

流
域
関
連
公
共
下
水
道
の
事
業
計
画
の
見

直
し
に
よ
り
、
１
日
最
大
計
画
汚
水
量
に
変

更
が
生
じ
て
い
る
た
め
改
正
。

︹
公
布
の
日
か
ら
施
行
︺

補
正
予
算

◆ 

令
和
８
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

◆ 

令
和
８
年
度
七
飯
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

◆ 

令
和
８
年
度
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

各
会
計
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告
に
記
載
。

な
お
、
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
藤

城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
外
構
整
備
工
事
請
負

費
等
を
削
除
す
る
修
正
案
を
議
員
よ
り
提
出

し
、
修
正
案
を
全
員
一
致
で
可
決
。

◆
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

補
正
額
:
５
億
６
千
８
百
243
千
円

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
火
災
発
生
に
伴
う
費
用

負
担
と
し
て
補
正
。

◆ 

七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）支

出
補
正
額
:
▲
３
千
８
百
260
千
円

同

意

◆ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

堀
純
氏
が
令
和
８
年
６
月
26
日
で
任
期
満

了
と
な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
選
任
。

◆
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
よ
り
、
左
表
の
者
の
任
命
に

同
意

報
　
　
　
告

◆ 

令
和
６
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
不
認
定
の
議
決
を
踏
ま
え
た
措
置
の

報
告
に
つ
い
て

◆ 

令
和
７
年
度
一
般
財
団
法
人
北
海
道
大
沼

国
際
交
流
協
会
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

に
つ
い
て

◆ 

令
和
７
年
度
七
飯
町
一
般
会
計
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

◆ 

令
和
７
年
度
七
飯
町
下
水
道
事
業
会
計
予

算
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て

そ

の

他

◆ 

久
根
別
川
橋
架
替
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

◆ 

峠
下
４
号
線
改
良
舗
装
工
事
（
令
和
７
年

度
補
正
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

大
中
山
中
学
校
空
調
設
備
設
置
機
械
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

大
中
山
中
学
校
空
調
設
備
設
置
電
気
設
備

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆
財
産
の
取
得
に
つ
い
て　

２
件

◆
財
産
の
処
分
に
つ
い
て

◆
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

◆
閉
会
中
の
委
員
会
活
動
の
承
認
に
つ
い
て

請

願

◆ 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
設
置

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
効
性
強
化

を
求
め
る
請
願
書

民
生
文
教
常
任
委
員
会
よ
り
審
査
結
果
の

報
告
書
が
提
出
さ
れ
採
択
と
な
っ
た
。

承

認

◆ 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
（
七
飯
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）） 
補
正
額
:
４
千
７
百
256
千
円

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
の
火
災
発
生
に
伴
う
可

燃
ゴ
ミ
仮
置
き
処
置
に
係
る
費
用
と
し
て
。

発
議
案（
決
　
議
）

◆
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る
決
議

町
財
政
及
び
事
業
の
執
行
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会
（
地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項

の
権
限
を
付
与
）
設
置
に
関
す
る
決
議
が
提

出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。（
議
長

を
除
く
13
名
で
構
成
）

○
委
員
長　
　

中
川　

友
規

○
副
委
員
長　

田
村　

敏
郎

発
議
案（
意
見
書
）

◆
次
の
４
件
の
意
見
書
に
つ
い
て
可
決

◎�

東
京
一
極
集
中
の
税
の
偏
在
是
正
及
び
地

方
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
施
策
の
強
化

を
求
め
る
意
見
書

◎�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に
資
す
る

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
充
実
・

強
化
を
求
め
る
意
見
書

◎�

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書

◎�

将
来
に
わ
た
り
安
全
安
心
な
医
療
・
介
護

制
度
の
提
供
を
求
め
る
意
見
書

審
議
し
て
決
ま
っ
た
こ
と

令
和
８
年
第
２
回
定
例
会

農業委員名簿
氏　名

青　山　　　誠
阿　部　貴　志
池　田　泰　久
池　田　陽　一
岩　崎　和　彦
神　　　秀　子
杉　村　久　悦
千　島　　　武
成　田　拓　郎
松　田　　　永
宮　田　　　学
宮　本　　　猛
山　川　　　明
輪　島　正　一
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各委員会の活動報告
民生文教常任委員会　所管事務調査：町内の文化財の現状と維持管理計画について
本委員会における調査の結果、町内の文化財は「文化財調査カード」に基づき適切に管理されており、
現場においても職員を中心とした保全活動が継続されていることを確認した。多様な文化財は町にとって
代えがたい貴重な財産であり、これらを確実に次世代へ引き継ぐためには、属人的な管理から組織的・継
続的な管理体制への移行が不可欠である。現在検討されている「施行規則」の策定を速やかに進め、保存
基準の明確化や台帳規程の整備を行うことで、担当者の交代等に左右されない安定した管理体制を確立す
べきである。
また、オウレン群生地の事例に見られるようなＱＲコード等のデジタル技術を積極的に導入し、より広
く文化財の価値をＰＲしていくことで町民が身近な文化財に愛着を持ち、その保存を共に支える意識を醸
成できるよう、積極的な周知活動と適切な保護施策の展開を強く望み、委員会報告とする。

民生文教常任委員会�付託事件：�請願第１号　再生可能エネルギー発電設備の設置に関す
るガイドラインの実効性強化を求める請願書

審査結果：採択すべきもの
民間企業等における再生可能エネルギー発電事業の実施にあたっては、自然環境や生活環境との調和を
図るとともに、地域住民との合意形成が重要であると考えることから、再生可能エネルギーの導入に伴う
環境や社会的な課題を未然に防ぎ、地域との共生を実現していくための指針となるよう、ガイドラインの
見直しや条例制定の検討を委員会として早急に求めるものである。

民生文教常任委員会�付託事件：�議案第１５号　七飯町特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例の制定について

条例の内容を精査したところ、七飯町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
については、国が定めた基準に従い条例制定するものであり、このことを踏まえ採決の結果、出席委員の
全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。

予算審査特別委員会報告：政策予算を含む一般会計及び企業会計補正予算を審査
審査に付託された一般会計補正予算、水道事業会計補正予算、下水道事業会計補正予算について担当課
長、センター長及び事務局長の出席を求め、審査を行った。
町は、藤城小学校グラウンド外構の擁壁が民家側に倒れ掛かり、大型コンクリートブロックを設置して
応急的に対応していた箇所について、今定例会で補修工事費を補正予算計上しているが、現地の安全性は
確保されており早期に補修する緊急性はない状態である。また、藤城小学校グラウンドの擁壁補修工事の
施工方法について、今後の維持管理を考慮した中で再検討が必要であるとの理由から、藤城小学校グラウ
ンド外構整備工事請負費等合計２９，７８８千円を減額する修正案が提出され、委員長を除く全委員１２
名で起立採決をした結果、全委員一致で修正案のとおり可決すべきものと決定した。また、修正部分を除く原案及び企
業会計については、全委員一致で原案可決すべきものと決定した。
令和８年４月２９日に発生した渡島廃棄物処理広域連合ごみ処理施設「クリーンおしま」の火災により、可燃ごみの
代替処理に関する費用負担の増大が懸念されている。今後、新たな負担金の発生が影響し、町財政が厳しくなるのは確
実で、来年度の当初予算編成が非常に厳しい状況になることが予想されている。
町においては、既に予算化された事業についての必要性を再度検証し、慎重な予算執行を委員会として強く望む。

※各委員会からの報告書を抜粋して掲載しています

報告書全文
は町ＨＰへ

報告書全文
は町ＨＰへ

報告書全文
は町ＨＰへ

問

質 般

一
　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑

問
点
を
質
し
、所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質問項目は
こちら

質
問
議
員
８
人
　
質
問
項
目
14
問

公
共
施
設
の
設
備
管
理
に
つ
い
て

平
松
　
俊
一
　
議
員

Q
現
在
役
場
が
行
っ
て
い
る
公
共
施
設
の
設

備
管
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
毎
に
役
場
担

当
者
や
委
託
業
者
が
管
理
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
多
く
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
か
ら
の
対
応
が
中
心
で
あ
り
、
本
来
で
あ

れ
ば
専
門
家
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
点
検
管
理
を
包
括
的
に
行
い
、
町
民

へ
不
便
を
掛
け
ぬ
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
、

結
果
的
に
は
経
費
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
包
括
管
理
は
財
政
の
硬
直
化
や
事
業
者
の

固
定
化
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
経
費
負
担

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今
ま
で
通
り

個
別
判
断
で
対
応
し
て
行
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
公
共
施
設

の
建
て
替
え
や
大
型
修
繕
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

動画で確認

報告書全文
は町ＨＰへ
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ＳＮＳ公式アカウント開設のお知らせ
七飯町議会では、Facebook及びInstagram

に公式アカウントを開設しました。
各委員会の開催状況などを議員自らアップして

いきますので、ぜひフォローしていただければと
思います。

七飯町議会
Instagram
アカウント

七飯町議会
Facebook
アカウント

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
火
災
の
影
響
は

中
川
　
友
規
　
議
員

Q
ク
リ
ー
ン
お
し
ま
の
火
災
に
よ
り
、
町
と

し
て
も
様
々
な
対
策
を
取
り
、
現
在
対
応
し

て
い
る
。
多
額
の
費
用
が
発
生
し
て
い
る
が
、

令
和
８
年
度
の
財
政
運
営
や
、
今
後
の
財
政

運
営
に
影
響
は
あ
る
の
か
、
事
業
の
見
直
し

等
は
必
要
な
い
の
か

A
再
稼
働
ま
で
の
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
場
合
、

仮
に
令
和
８
年
度
の
町
負
担
額
約
６
億
円
を

ベ
ー
ス
と
し
た
場
合
、
令
和
８
年
度
末
の
財

政
調
整
基
金
の
残
高
が
約
５
億
９
８
０
０
万

円
と
見
込
ま
れ
、
令
和
９
年
度
の
当
初
予
算

編
成
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
各
方
面
に
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
は
必
然
的
な
状
況
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
企
業
誘
致
」

他
２
問

動画で確認

本
町
学
童
保
育
施
設
の
新
設
に
伴
う
通
学
路

の
安
全
対
策
は

タ
ケ
　
聡
美
　
議
員

Q
令
和
９
年
４
月
、
七
重
小
学
校
隣
接
地
に

本
町
学
童
保
育
施
設
が
新
設
さ
れ
、
送
迎
車

両
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
本
町
19
号
線
を

含
む
周
辺
通
学
路
の
安
全
対
策
を
伺
い
た

い
。

A
新
施
設
は
定
員
90
名
、駐
車
場
15
台
整
備
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
毎
年
各
学
校
と
確
認
し

て
い
る
が
、
結
果
は
公
表
し
て
い
な
か
っ

た
。
本
町
19
号
線
は
危
険
箇
所
と
認
識
し
て

い
る
。
令
和
９
年
度
か
ら
整
備
事
業
に
着
手

予
定
で
、
道
路
規
格
は
片
側
１
車
線
の
２
車

線
道
路
と
し
、
片
側
に
歩
道
を
設
置
す
る
計

画
で
あ
る
。
完
成
ま
で
は
注

意
喚
起
、
草
刈
り
、
除
雪
作

業
で
安
全
確
保
を
図
る
。

動画で確認

七
飯
町
の
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

上
野
　
武
彦
　
議
員

Q
町
長
は
選
挙
で
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
交
通
の
実
証
実
験
を
進
め
ま
す
と
公
約
し

て
い
る
が
、
七
飯
町
は
、
令
和
９
年
10
月
ま

で
を
期
間
と
す
る
地
域
公
共
交
通
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ど
の
よ
う
な
内
容
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

A
乗
り
合
い
で
、
料
金
を
安
く
し
て
利
用
す

る
デ
マ
ン
ド
型
の
タ
ク
シ
ー
を
考
え
て
い
る
。

乗
り
合
い
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
の
地
域
の
範

囲
を
決
め
て
、
そ
の
地
域
の
範
囲
内
で
目
的

地
の
病
院
や
店
舗
、
温
泉
、
文
化
施
設
な
ど

へ
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

そ
の
他
２

問
質
問
。

動画で確認

通
学
路
・
児
童
公
園
に
於
け
る
防
犯
カ
メ
ラ

整
備
と
地
域
安
全
対
策
に
つ
い
て

澤
出
　
明
宏
　
議
員

Q
通
学
路
等
に
於
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て
調
査
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
地
域
町

内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。
町
全
体
と
し
て
「
安
心
安
全
の
街
づ
く

り
」
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
行
く
か
。

A
今
の
と
こ
ろ
、
学
校
等
か
ら
の
要
望
は

な
い
為
、
設
置
調
査
等
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
の
話
し
合
い
の
中
で
要
望
が
あ
れ

ば
、
費
用
対
効
果
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
等
検
証
の
上
で
検
討
の
余
地
は
あ
る
。
安

心
安
全
は
、
先
ず
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識

と
「
啓
発
施
策
」
が
大
事
で

あ
り
、
時
代
が
進
む
中
で
必

要
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
行
く
。

動画で確認

令
和
八
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

田
村
　
敏
郎
　
議
員

Q
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
七
飯
町
企
業
立
地

検
討
委
員
会
規
定
で
は
、
副
町
長
が
委
員
長

を
務
め
、
庁
舎
内
の
管
理
職
で
企
業
誘
致
の

総
合
的
な
調
整
を
図
り
、
誘
致
企
業
の
適
否

や
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
不

在
の
ま
ま
の
状
況
は
問
題
で
は
な
い
か
。

A
本
来
速
や
か
に
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
副

町
長
の
選
任
が
滞
っ
て
お
り
、
議
会
や
町
民

の
皆
様
に
対
し
、
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た

さ
な
か
っ
た
事
に
つ
き
深
く
反
省
し
て
い
る
。

事
務
の
停
滞
を
招
か
ぬ
よ
う
、
行
政
運
営
に

努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
「
高
齢
者
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
」
ほ
か

動画で確認

職
員
の
﹁
人
材
育
成
・
基
本
方
針
﹂
の
現
状

と
、
職
場
環
境
整
備
へ
の
見
解
は

神
﨑
　
和
枝
　
議
員

Q
激
動
す
る
社
会
の
背
景
を
踏
ま
え
た
持
続

可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
、

限
ら
れ
た
人
員
の
な
か
で
「
人
材
育
成
・
確

保
」
が
重
要
課
題
で
あ
る
。
特
に
複
雑
化
す

る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
・
確
保
」
に
つ
い
て
職
員
の
意
欲
を

高
め
る
職
場
環
境
整
備
へ
の
見
解
は
。

A
基
本
方
針
に
基
づ
き
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
・
確
保
や
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

健
康
で
高
い
意
欲
を
持
っ
て
能
力
を
発
揮
し
、

町
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

動画で確認

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
町
民
文
化
系
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て

楢
山
　
明
央
　
議
員

Q
人
口
減
少
が
進
む
中
、
２
０
４
５
年
度
末

ま
で
の
公
共
施
設
10
％
削
減
に
向
け
、
身
近

な
町
民
文
化
系
施
設
の
機
械
的
削
減
を
避
け
、

魅
力
あ
る
拠
点
へ
の
「
プ
ラ
ス
の
統
廃
合
・

多
機
能
化
」
や
、
残
す
施
設
へ
の
防
災
機
能

集
中
を
図
る
べ
き
。
町
長
の
描
く
未
来
像
は
。

A
数
値
の
み
の
削
減
は
せ
ず
地
域
ニ
ー
ズ
を

検
証
し
判
断
。
古
い
施
設
を
統
合
す
る
「
プ

ラ
ス
の
統
廃
合
」
は
必
要
。
維
持
す
る
拠
点

施
設
は
改
修
や
防
災
を
優
先
。
文
化
施
設
は

住
民
の
居
場
所
で
あ
り
、
地
域
事
情
を
勘
案

し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
計
画
的
な
改
修
・
整

理
を
行
う
。

動画で確認
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各委員会の活動報告
民生文教常任委員会　所管事務調査：町内の文化財の現状と維持管理計画について
本委員会における調査の結果、町内の文化財は「文化財調査カード」に基づき適切に管理されており、
現場においても職員を中心とした保全活動が継続されていることを確認した。多様な文化財は町にとって
代えがたい貴重な財産であり、これらを確実に次世代へ引き継ぐためには、属人的な管理から組織的・継
続的な管理体制への移行が不可欠である。現在検討されている「施行規則」の策定を速やかに進め、保存
基準の明確化や台帳規程の整備を行うことで、担当者の交代等に左右されない安定した管理体制を確立す
べきである。
また、オウレン群生地の事例に見られるようなＱＲコード等のデジタル技術を積極的に導入し、より広
く文化財の価値をＰＲしていくことで町民が身近な文化財に愛着を持ち、その保存を共に支える意識を醸
成できるよう、積極的な周知活動と適切な保護施策の展開を強く望み、委員会報告とする。

民生文教常任委員会�付託事件：�請願第１号　再生可能エネルギー発電設備の設置に関す
るガイドラインの実効性強化を求める請願書

審査結果：採択すべきもの
民間企業等における再生可能エネルギー発電事業の実施にあたっては、自然環境や生活環境との調和を
図るとともに、地域住民との合意形成が重要であると考えることから、再生可能エネルギーの導入に伴う
環境や社会的な課題を未然に防ぎ、地域との共生を実現していくための指針となるよう、ガイドラインの
見直しや条例制定の検討を委員会として早急に求めるものである。

民生文教常任委員会�付託事件：�議案第１５号　七飯町特定乳児等通園支援事業の運営
に関する基準を定める条例の制定について

条例の内容を精査したところ、七飯町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定
については、国が定めた基準に従い条例制定するものであり、このことを踏まえ採決の結果、出席委員の
全員一致で原案のとおり可決すべきものと決定した。

予算審査特別委員会報告：政策予算を含む一般会計及び企業会計補正予算を審査
審査に付託された一般会計補正予算、水道事業会計補正予算、下水道事業会計補正予算について担当課
長、センター長及び事務局長の出席を求め、審査を行った。
町は、藤城小学校グラウンド外構の擁壁が民家側に倒れ掛かり、大型コンクリートブロックを設置して
応急的に対応していた箇所について、今定例会で補修工事費を補正予算計上しているが、現地の安全性は
確保されており早期に補修する緊急性はない状態である。また、藤城小学校グラウンドの擁壁補修工事の
施工方法について、今後の維持管理を考慮した中で再検討が必要であるとの理由から、藤城小学校グラウ
ンド外構整備工事請負費等合計２９，７８８千円を減額する修正案が提出され、委員長を除く全委員１２
名で起立採決をした結果、全委員一致で修正案のとおり可決すべきものと決定した。また、修正部分を除く原案及び企
業会計については、全委員一致で原案可決すべきものと決定した。
令和８年４月２９日に発生した渡島廃棄物処理広域連合ごみ処理施設「クリーンおしま」の火災により、可燃ごみの
代替処理に関する費用負担の増大が懸念されている。今後、新たな負担金の発生が影響し、町財政が厳しくなるのは確
実で、来年度の当初予算編成が非常に厳しい状況になることが予想されている。
町においては、既に予算化された事業についての必要性を再度検証し、慎重な予算執行を委員会として強く望む。

※各委員会からの報告書を抜粋して掲載しています

報告書全文
は町ＨＰへ

報告書全文
は町ＨＰへ

報告書全文
は町ＨＰへ

問

質 般

一
　

一
般
質
問
の
原
稿
は
、
質
問
者
本
人
が
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
質
疑
や
答
弁
に
つ
い
て
は
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
や
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
っ
て
町
に
疑

問
点
を
質
し
、所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
は
個
人
ご
と
の

質
問
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
と
は
？

質問項目は
こちら

質
問
議
員
８
人
　
質
問
項
目
14
問

公
共
施
設
の
設
備
管
理
に
つ
い
て

平
松
　
俊
一
　
議
員

Q
現
在
役
場
が
行
っ
て
い
る
公
共
施
設
の
設

備
管
理
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
毎
に
役
場
担

当
者
や
委
託
業
者
が
管
理
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
多
く
で
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

て
か
ら
の
対
応
が
中
心
で
あ
り
、
本
来
で
あ

れ
ば
専
門
家
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
点
検
管
理
を
包
括
的
に
行
い
、
町
民

へ
不
便
を
掛
け
ぬ
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
、

結
果
的
に
は
経
費
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A
包
括
管
理
は
財
政
の
硬
直
化
や
事
業
者
の

固
定
化
に
つ
な
が
り
、
結
果
的
に
経
費
負
担

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
今
ま
で
通
り

個
別
判
断
で
対
応
し
て
行
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
「
公
共
施
設

の
建
て
替
え
や
大
型
修
繕
」

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

動画で確認

報告書全文
は町ＨＰへ
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ＳＮＳ公式アカウント開設のお知らせ
七飯町議会では、Facebook及びInstagram

に公式アカウントを開設しました。
各委員会の開催状況などを議員自らアップして

いきますので、ぜひフォローしていただければと
思います。

七飯町議会
Instagram
アカウント

七飯町議会
Facebook
アカウント

ク
リ
ー
ン
お
し
ま
火
災
の
影
響
は

中
川
　
友
規
　
議
員

Q
ク
リ
ー
ン
お
し
ま
の
火
災
に
よ
り
、
町
と

し
て
も
様
々
な
対
策
を
取
り
、
現
在
対
応
し

て
い
る
。
多
額
の
費
用
が
発
生
し
て
い
る
が
、

令
和
８
年
度
の
財
政
運
営
や
、
今
後
の
財
政

運
営
に
影
響
は
あ
る
の
か
、
事
業
の
見
直
し

等
は
必
要
な
い
の
か

A
再
稼
働
ま
で
の
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
場
合
、

仮
に
令
和
８
年
度
の
町
負
担
額
約
６
億
円
を

ベ
ー
ス
と
し
た
場
合
、
令
和
８
年
度
末
の
財

政
調
整
基
金
の
残
高
が
約
５
億
９
８
０
０
万

円
と
見
込
ま
れ
、
令
和
９
年
度
の
当
初
予
算

編
成
が
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
。
各
方
面
に
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
こ

と
は
必
然
的
な
状
況
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問
「
企
業
誘
致
」

他
２
問

動画で確認

本
町
学
童
保
育
施
設
の
新
設
に
伴
う
通
学
路

の
安
全
対
策
は

タ
ケ
　
聡
美
　
議
員

Q
令
和
９
年
４
月
、
七
重
小
学
校
隣
接
地
に

本
町
学
童
保
育
施
設
が
新
設
さ
れ
、
送
迎
車

両
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
本
町
19
号
線
を

含
む
周
辺
通
学
路
の
安
全
対
策
を
伺
い
た

い
。

A
新
施
設
は
定
員
90
名
、駐
車
場
15
台
整
備
。

通
学
路
に
つ
い
て
は
毎
年
各
学
校
と
確
認
し

て
い
る
が
、
結
果
は
公
表
し
て
い
な
か
っ

た
。
本
町
19
号
線
は
危
険
箇
所
と
認
識
し
て

い
る
。
令
和
９
年
度
か
ら
整
備
事
業
に
着
手

予
定
で
、
道
路
規
格
は
片
側
１
車
線
の
２
車

線
道
路
と
し
、
片
側
に
歩
道
を
設
置
す
る
計

画
で
あ
る
。
完
成
ま
で
は
注

意
喚
起
、
草
刈
り
、
除
雪
作

業
で
安
全
確
保
を
図
る
。

動画で確認

七
飯
町
の
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

上
野
　
武
彦
　
議
員

Q
町
長
は
選
挙
で
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合

い
交
通
の
実
証
実
験
を
進
め
ま
す
と
公
約
し

て
い
る
が
、
七
飯
町
は
、
令
和
９
年
10
月
ま

で
を
期
間
と
す
る
地
域
公
共
交
通
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
ど
の
よ
う
な
内
容
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

A
乗
り
合
い
で
、
料
金
を
安
く
し
て
利
用
す

る
デ
マ
ン
ド
型
の
タ
ク
シ
ー
を
考
え
て
い
る
。

乗
り
合
い
型
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
あ
る
程
度
の
地
域
の
範

囲
を
決
め
て
、
そ
の
地
域
の
範
囲
内
で
目
的

地
の
病
院
や
店
舗
、
温
泉
、
文
化
施
設
な
ど

へ
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
た
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
考

え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問　

そ
の
他
２

問
質
問
。

動画で確認

通
学
路
・
児
童
公
園
に
於
け
る
防
犯
カ
メ
ラ

整
備
と
地
域
安
全
対
策
に
つ
い
て

澤
出
　
明
宏
　
議
員

Q
通
学
路
等
に
於
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て
調
査
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
地
域
町

内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
た

仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。
町
全
体
と
し
て
「
安
心
安
全
の
街
づ
く

り
」
を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
行
く
か
。

A
今
の
と
こ
ろ
、
学
校
等
か
ら
の
要
望
は

な
い
為
、
設
置
調
査
等
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
の
話
し
合
い
の
中
で
要
望
が
あ
れ

ば
、
費
用
対
効
果
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
等
検
証
の
上
で
検
討
の
余
地
は
あ
る
。
安

心
安
全
は
、
先
ず
一
人
ひ
と
り
の
防
犯
意
識

と
「
啓
発
施
策
」
が
大
事
で

あ
り
、
時
代
が
進
む
中
で
必

要
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
行
く
。

動画で確認

令
和
八
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

田
村
　
敏
郎
　
議
員

Q
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
七
飯
町
企
業
立
地

検
討
委
員
会
規
定
で
は
、
副
町
長
が
委
員
長

を
務
め
、
庁
舎
内
の
管
理
職
で
企
業
誘
致
の

総
合
的
な
調
整
を
図
り
、
誘
致
企
業
の
適
否

や
審
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
不

在
の
ま
ま
の
状
況
は
問
題
で
は
な
い
か
。

A
本
来
速
や
か
に
進
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
副

町
長
の
選
任
が
滞
っ
て
お
り
、
議
会
や
町
民

の
皆
様
に
対
し
、
十
分
な
説
明
責
任
を
果
た

さ
な
か
っ
た
事
に
つ
き
深
く
反
省
し
て
い
る
。

事
務
の
停
滞
を
招
か
ぬ
よ
う
、
行
政
運
営
に

努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
「
高
齢
者
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
」
ほ
か

動画で確認

職
員
の
﹁
人
材
育
成
・
基
本
方
針
﹂
の
現
状

と
、
職
場
環
境
整
備
へ
の
見
解
は

神
﨑
　
和
枝
　
議
員

Q
激
動
す
る
社
会
の
背
景
を
踏
ま
え
た
持
続

可
能
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
、

限
ら
れ
た
人
員
の
な
か
で
「
人
材
育
成
・
確

保
」
が
重
要
課
題
で
あ
る
。
特
に
複
雑
化
す

る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
・
確
保
」
に
つ
い
て
職
員
の
意
欲
を

高
め
る
職
場
環
境
整
備
へ
の
見
解
は
。

A
基
本
方
針
に
基
づ
き
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育

成
・
確
保
や
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

健
康
で
高
い
意
欲
を
持
っ
て
能
力
を
発
揮
し
、

町
民
福
祉
の
増
進
に
努
め
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
く
。

動画で確認

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
町
民
文
化
系
施
設

の
あ
り
方
に
つ
い
て

楢
山
　
明
央
　
議
員

Q
人
口
減
少
が
進
む
中
、
２
０
４
５
年
度
末

ま
で
の
公
共
施
設
10
％
削
減
に
向
け
、
身
近

な
町
民
文
化
系
施
設
の
機
械
的
削
減
を
避
け
、

魅
力
あ
る
拠
点
へ
の
「
プ
ラ
ス
の
統
廃
合
・

多
機
能
化
」
や
、
残
す
施
設
へ
の
防
災
機
能

集
中
を
図
る
べ
き
。
町
長
の
描
く
未
来
像
は
。

A
数
値
の
み
の
削
減
は
せ
ず
地
域
ニ
ー
ズ
を

検
証
し
判
断
。
古
い
施
設
を
統
合
す
る
「
プ

ラ
ス
の
統
廃
合
」
は
必
要
。
維
持
す
る
拠
点

施
設
は
改
修
や
防
災
を
優
先
。
文
化
施
設
は

住
民
の
居
場
所
で
あ
り
、
地
域
事
情
を
勘
案

し
、
身
の
丈
に
合
っ
た
計
画
的
な
改
修
・
整

理
を
行
う
。

動画で確認
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